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図 4：国土地理院 1：2.5000 地形図「拝島」2007 年発行（一部地名と「流れ橋」の位置
を筆者補足）（p11） 
図 5：陵北大橋と手前大幡橋［真上 1973］（p14） 
図 6：大幡橋設計図（p15） 
図 7：町会が立てた看板（筆者撮影）（p20） 
図 8：健全なエコロジーがささえる経済［多辺田 1990：52］（p30） 
図 9： 大日本帝國陸地測量部二万五千分一地形圖八王子近傍八號「拜島」1924 年発行（p58） 



























































































































































































第 1 章 〈話者の対応表〉 
 
・A 70 代 男性  
地方出身で高校生のとき上京、近隣地域で働いていた。40 年ほど前に大幡に移り住んだ。
「橋かけ」に参加している。 
・B 70 代 男性  
大幡町会の前町会長。地方出身で 40 数年前に大幡に移り住んだ。家具製造をしていた。
「橋かけ」に参加している。 
・C 70 代 男性 
40 年ほど前（A より後）に八王子市内から大幡に移り住んだ。以前は「橋かけ」に参加
していたが、最近は参加しないこともある。 
・D 60 代 男性 
地方出身で、40 年ほど前に大幡の D 家に婿入りした。D 家は大幡では庄屋も務めた古い
家である。「橋かけ」に参加している。 
・F 70 代 男性  
地方出身で、大幡には妻の実家があり、50 年ほど前に移り住んだ。 
・G 60 代 男性  
大幡町会の現町会長。「橋かけ」に参加している。 




















王子事典の会 1992：525］。さらに 1889 年、江戸期以来の上恩方村、下恩方村、西寺方
村、小津村が合併し、恩方村が成立した。それにより西寺方村は旧大字西寺方となる。そ
の後 1955 年に恩方村は八王子市と合併し、現在に至る［八王子事典の会 1992：143］。
八王子市との合併により、旧大字西寺方は西寺方町となった［八王子事典の会 1992：606］。 
大幡の D（男性、70 代）が約 40 年前に移り住んだのち、古くからの住民から聞いた話
によると、1945 年頃の大幡には 14 戸があった。また、大幡の F（男性、70 代）によると、
約 50 年前に移り住んだとき、大幡には 21 戸があったという。その後、1973 年に大幡の
北西に造営された宝生寺団地への入居が開始した。約 40 年前に大幡に移り住んだ A（男
性、70 代）や C（男性、70 代）によると、宝生寺団地がつくられる際に大幡も開発が進
み、現在大幡に住んでいるのはAやCも含めその時期に移り住んだ人がほとんどだという。
現在の大幡町会には 166 世帯が参加している。A によれば、現在の大幡は昔にくらべて家
は増えたが、若い人や子供が少なくなったという。 
1872 年の「寺方村数目調書」によると、寺方村の戸数は 61 戸で、物産は米が 5 石 6 斗




A によれば、現在の大幡にはトウモロコシ農家が 1 軒存在する。自家消費用の畑をつく
っている人は 4、5 人いるが、それ以外に農業で生計を立てている人はいないという。そ
の他には釣り堀が 2 軒存在する。 
 次に、「流れ橋」の管理の中心となっている大幡町会について見ていきたい。前述のよう
に、現在大幡町会には 166 世帯が参加している。町会は 8 つのブロックに分かれており、
2 つのブロックをあわせて 1 つの班とし、それぞれに班長とブロック長がいる。それらの
班から 2 年ずつ持回りで町会長を選出する。「橋かけ」の日程などを決める話し合いは、
町会長と各班長が集まり宝生寺団地第二自治会館で行う。一戸当たりの町会費はひと月に








会議が 2 ヶ月に一度ある。1 年に一度、八王子市町会自治会連合恩方地区の運動会が八王
子市立恩方中学校で行われ、大幡町会は隣の紙谷町会と合同のテントで参加する。また、
この運動会を運営する恩方夕やけスポーツクラブにも大幡町会から人が参加している。そ


































































ように 1884 年には大幡は佐野川往還のルートから外れた。 
大幡の D（男性、70 代）が約 40 年前に移り住んだのち古くからの住民から聞いた話に





























とで、B が町会長の時にヒューム管を橋脚に使うことになった。B によると、B は家具製




















現在の「流れ橋」は 2014 年に H が設計しつくられたものだが、流失したりだめになっ
たりした材料は補充、交換されている。また、「橋かけ」のたびに改良がくわえられたり、
地形の変化に対応したりして、つくられる橋は変化している8。現在の「流れ橋」の大まか








G によると、「橋かけ」にかかる費用は、大幡町会で徴収している一戸当たり月 100 円
の防災費で問題なく賄われている。お金がないので橋の材料に廃材を使っている。その時々
で橋架けの費用もかわるが、材料を取りかえるときは 5 万円位かかる。それ以外には橋架
け後の缶ビール 1 人 1 本分の費用がかかるという。2016 年 10 月 30 日の「橋かけ」では、
コンパネが流失し、橋脚と橋桁が壊れたため、それらを新調した。そのため、材料の購入
代金と寄付をしてくれた人への謝礼、電動ドリルとパイプカッターという新しい道具をそ




筆者が調査を開始した 2014 年、2015 年には 2 回、2016 年には 1 回「流れ橋」は流さ















筆者は 2014 年 11 月 16 日、2015 年 8 月 9 日、2015 年 11 月 1 日、2016 年 10 月 30 日
の 4 回の「橋かけ」に立ち会った。このときの大まかな流れを見ていきたい。集合時間は






























































































































































































































































































































































つまり「コモンズの悲劇」ではなく、「管理されていないコモンズの悲劇（Tragedy of the 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 9：大日本帝國陸地測量部二万五千分一地形圖八王子近傍八號「拜島」1924 年発行 
 
 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































  清水：あれ（「橋かけ」）はすごいですよね。防災的にもすごい強い街になるよ、ああ 
   やってみんなで力を合わせてね。 
  山口：みんな知ってますもんね川を。 
 （中略） 
 森本：大規模なものかけるっていうことになると大げさになっちゃう。だからまあ望 
    ましくはないけれども、あれだけ長い歴史もあって、地元にしてみりゃこっち 
    が本来の街道……いうプライドもあるとなれば、利用価値もあるとなれば、検 
    討してもいいわな。 
 （中略） 
 森本：まあだからああいう違法と知りつつも橋をかけなおしていると、むしろ町会の 
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2 河川法 26 条違反の罰則は、1 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金である。 


















くり https://www.fdma.go.jp/html/life/bousai/bousai_2304-all.pdf］。  
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8 図 1・図 3 と図 5 を比較するとわかるように、浅川の川床は低くなってきている。その
ため、「流れ橋」の水面からの高さは年々高くなっている。また、浅川左岸の 2014 年には


















































































                                                                                                                                                     






































25 この長野県下條村の事例は、「流れ橋」を取り上げた 2013 年 11 月 9 日放送の「スー
パーニュース」においても、インフラ整備において住民の意思と行政の意思がそぐわない
という問題の「解決のヒント」として取り上げられている。 
